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新
春
恒
例
の
「
新
年
互
礼
会
」
が
１
月
15
日
㈭
、
ロ

イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
多
数
の
ご
来
賓
を

お
迎
え
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ご
来
賓
、
当

所
役
員
・
議
員
あ
わ
せ
て
１
２
３
名
が
一
堂
に
会
し
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
晴
れ
や
か
な
新
年
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　

年
頭
に
あ
た
り
兼
松
会
頭
は
、『
昨
年
は
米
政
権
に

よ
る
関
税
問
題
へ
の
警
戒
感
も
あ
っ
た
が
、
日
米
合
意

に
よ
り
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
世

界
的
な
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
や
高
市
政
権
へ
の
期
待
を
背
景
と

し
た
「
高
市
ト
レ
ー
ド
」
に
よ
り
歴
史
的
な
株
高
を
記

録
し
た
一
方
、
足
元
の
県
内
中
小
企
業
は
、
原
材
料
・

人
件
費
の
高
騰
や
価
格
転
嫁
の
遅
れ
、Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
へ
の

対
応
な
ど
山
積
す
る
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
所
得
の

向
上
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
が

「
実
質
賃
金
」
を
押
し
下
げ
、
個
人
消
費
の
本
格
回
復

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
を
変
革
と
〝
価
値
共
創
〞
に
よ

る
再
出
発
の
重
要
な
年
に
な
る
と
位
置
づ
け
、
地
域
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
会
員
企
業

に
寄
り
添
う
「
伴
走
型
支
援
」
を
徹
底
す
る
』
と
力
強

く
宣
言
。

　

さ
ら
に
、『
現
場
主
義
を
貫
き
、
事
業
者
の
声
を
丁

寧
に
汲
み
取
り
な
が
ら
、

地
域
の
活
力
を
引
き
出
す

旗
振
り
役
と
し
て
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。』
と
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
互
礼
会
閉
会
後
に

は
、
日
本
銀
行
徳
島
事
務

所
の
中
原　

伸
所
長
を
お

迎
え
し
、「
徳
島
経
済
の

現
状
と
２
０
２
６
年
の
展

望
」
と
題
し
、
特
別
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
㈭
、
兼
松
会
頭
（
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
長
・
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会
長
）
が
岩
佐
阿
南
市
長
、

橋
本
那
賀
町
長
と
共
に
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
（
高
松
市
）

を
訪
問
し
、
豊
口
局
長
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
徳
島
南
部
自
動
車
道
の
小
松
島
南
・
阿
南
間
の
開
通

（
３
月
８
日
）
公
表
に
対
し
お
礼
を
述
べ
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算

に
続
き
、
国
が
進
め
る
国
土
強
靭
化
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

な
ど
、
安
心
安
全
に
繫
が
る
高
規
格
道
路
や
那
賀
川
水
系
の
河
川
整

備
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
に
お
い
て
も
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
計

画
的
な
予
算
確
保
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
特
段
の
措
置
を
要
望
し
ま

し
た
。

　

長
年
、
当
所
役
員
議
員
と
し
て
阿
南
商
工
会
議
所

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
度
の
改
選
に
お
い
て
退
任

さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

山
田
隆
治
氏

　
（
大
隆
精
機
㈱
・
前
常
議
員
・
23
年
１
か
月
）

遠
藤
昌
博
氏

　
（
㈲
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
阿
南
・
前
議
員
・
15
年
）

大
栗
克
俊
氏

　
（
㈱
シ
ナ
ジ
ー
テ
ッ
ク
・
前
議
員
・
15
年
）

中
飯
賀
業
氏

　
（
中
飯
賀
業
建
築
研
究
所
・
前
議
員
・
15
年
）

岡
澤
孝
浩
氏

　
（
㈲
紅
葉
屋
・
前
常
議
員
・
17
年
６
か
月
）

山
本
隆
司
氏

　
（
琴
江
商
店
・
前
議
員
・
25
年
10
か
月
）

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

　
　
　

※
氏
名
（
事
業
所
名
・
前
職
・
期
間
）

日
本
商
工
会
議
所
・
永
年
役
員
議
員
表
彰
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　１月20日㈫、令和７年度優良従業員表彰式が阿南市
商工業振興センターにて開催されました。
　本表彰式は、会員事業所からの推薦に基づき、企業の
発展に貢献されてきた従業員の方々の功績を称えるた
め、毎年開催されています。
　本年度は一般表彰（10年以上勤続表彰）９名、徳島
県商工会議所連合会表彰（20年以上勤続表彰）７名、
日本商工会議所会頭表彰（30年以上勤続表彰）11名の
計27名（５事業所）の方々が受賞されました。
　表彰式では岩佐阿南市長、兼松会頭から受賞者全員に
表彰状と記念品が贈られ、また、来賓の方々より、長年
の功績に対するねぎらいと今後一層の活躍に期待する旨
の祝辞がありました。
　受賞者を代表して、角谷正樹さん（㈱岡部機械工業）
から「本日の受賞に感謝し、より一層決意を新たに職務
に尽くしたい」と謝辞が述べられました。
　受賞された皆様方に心からお祝いを申しあげますとと
もに、更なるご活躍とご健勝を祈念いたします。

～

徳島南部自動車道「小松島南～阿南間」開通！徳島南部自動車道「小松島南～阿南間」開通！徳島南部自動車道「小松島南～阿南間」開通！

阿南商工会議所青年部では、
 新規会員を募集しています。

TORIUMI PRINTING Co.,Ltd

阿南市見能林町 ☎ 0884-22-052622-0526   http://toriumi-print.com
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「
丹
生
谷
」
と
「
仁
宇
谷
」

　

那
賀
町
は
那
賀
川
の
中
・
上
流
に
位

置
し
、
平
成
17
年
に
合
併
す
る
ま
で
は

鷲
敷
町
・
相
生
町
・
上
那
賀
町
・
木
沢
村
・

木
頭
村
か
ら
成
り
立
ち
、〝
古
く
よ
り
〞

丹
生
谷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
丹
生

谷
」
と
は
、
読
ん
で
字
の
如
く
「
丹
の

生
じ
る
谷
」
と
な
り
ま
す
が
、『
魏
志

倭
人
伝
』
に
は
「
其
の
山
に
丹
あ
り
」

の
記
述
も
あ
り
、
下
流
の
若
杉
山
遺
跡

で
は
丹
（
辰
砂
、
硫
化
水
銀
）
が
産
出

さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
も
興
味
深
い
話

で
す
。
ま
た
神
話
の
女
神
・
丹
生
津
姫

も
関
係
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
〝
古
く
よ
り
〞
と
い
う
の
は
、
い

つ
か
ら
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
の
記
録
に
は
「
仁
宇
谷
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な

も
の
が
、
約
２
０
０
年
前
に
那
賀
川
の

中
・
上
流
を
揺
る
が
せ
た
大
騒
動
、
い

わ
ゆ
る
「
仁
宇
谷
百
姓
一
揆
」
で
す
が
、

そ
の
記
録
に
は
「
仁
宇
谷
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の

お
話
は
、「
丹
生
谷
」
と
「
仁
宇
谷
」
に

は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
、
い
つ

か
ら
呼
び
名
が
変
わ
っ
た
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
「
仁
宇
谷
」
は

　

で
は
、「
仁
宇
谷
」
と
は
ど
の
よ
う

な
地
域
で
し
ょ
う
か
。簡
単
に
図
示
１
）し
、

表
２
）
に
は
町
村
名
と
戸
数
を
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
阿

瀬
比
村
（
現
：
阿
南
市
阿
瀬
比
町
）
は

仁
宇
谷
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
支
流
の
赤

松
川
分
と
、
小
計
（
こ
ば
か
り
）
村
よ

り
上
流
の
右
岸
は
海
部
郡
に
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
旧
相
生
町
の
舞
ケ
谷
・

向
原
、
旧
上
那
賀
町
の
古
屋
・
平
谷
・

海
川
、
そ
し
て
旧
木
頭
村
は
海
部
郡
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

次
い
で
、
当
時
の
仁
宇
谷
街
道
を
辿

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
史
料
に
よ
り
ま
す

と
、
阿
瀬
比
村
か
ら
仁
宇
村
（
旧
鷲
敷

町
）
ま
で
来
て
、
そ
こ
か
ら
馬
路
村
・

竹
ケ
谷
村
（
と
も
に
旧
相
生
町
）
を
経

由
し
て
沢
谷
村
（
旧
木
沢
村
）
ま
で
行

く
ル
ー
ト
、
仁
宇
村
か
ら
谷
内
村
・
延

野
村
（
と
も
に
旧
相
生
町
）
経
由
で
坂

州
村
（
旧
木
沢
村
）
ま
で
行
く
ル
ー
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
が
舟
運
で
す
。
高
瀬
舟
で

仁
宇
村
ま
で
来
て
陸
路
に
変
え
る
方
法

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
仁
宇
村
は
陸
路

の
分
岐
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
舟
か
ら

徒
歩
へ
の
切
り
替
え
に
な
る
交
通
の
要

衝
で
、
仁
宇
村
は
商
業
都
市
と
し
て
栄

え
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
仁
宇

谷
と
い
う
地
名
は
、
繁
栄
の
地
で
あ
る

「
仁
宇
に
向
か
う
谷
」
と
い
う
の
が
由

来
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
私
の

推
測
で
す
。

　

表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
旧
上
那

賀
町
平
谷
や
旧
木
頭
村
等
を
含
ま
な
い

範
囲
で
、
約
２
，
０
０
０
戸
あ
っ
た
の

で
す
か
ら
、
仁
宇
谷
に
は
か
な
り
た
く

さ
ん
の
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
令
和
７
年
12
月

末
現
在
、
那
賀
町
の
世
帯
数
は
３
，
５

５
１
世
帯
で
す
。

な
ぜ
「
仁
宇
谷
」
か
ら
「
丹
生
谷
」
へ
、

い
つ
？

　

仁
宇
谷
か
ら
丹
生
谷
に
変
わ
っ
た
理

由
も
明
確
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
字

が
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
両
者

の
地
域
が
違
う
こ
と
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ

た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
な
ら
、「
丹
生
谷
」
に

な
っ
た
の
は
、
旧
木
頭
村
や
平
谷
村
が

那
賀
郡
に
編
入
さ
れ
た
昭
和
26
年
１
月

１
日
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
徳
島
県
剣

道
連
盟
『
丹
生
谷
支
部
史
』
に
は
、「
昭

和
25
年
３
月
12
日
丹
生
谷
支
部
を
結
成

し
た
」
の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
ず

か
の
差
で
す
が
、「
丹
生
谷
」
の
名
前
は

既
に
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。「
丹
生

谷
」
の
名
前
が
戦
後
に
生
ま
れ
た
の
か
、

も
っ
と
古
く
か
ら
あ
っ
た
の
か
は
私
に

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
木
材
の
搬

出
・
生
活
必
需
品
の
流
通
に
伴
っ
て
那

賀
川
本
川
を
利
用
し
た
交
流
が
多
く
な

る
に
つ
れ
、
木
沢
方
面
へ
向
か
う
「
仁

宇
谷
」
が
徐
々
に
廃
れ
て
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
存
知

の
方
、
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
有
難
い

で
す
。
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表　

仁
宇
谷
59
町
村
名
と
戸
数

  （
寛
政
１
年
：
１
７
８
９
年
）

図　

仁
宇
谷
一
揆
発
生
地
域

村名
阿瀬比村
中山村
和食村
和食町
土佐町
小仁宇村
仁宇村
阿井村
百合村
百合谷村
朝生村
簗ノ上村

戸数
51
110
191
57
37
42
47
51
42
10
24
19

村名
大久保村
吉野村
鉢村
竹ケ谷村
横石村
蔭谷村
朴野村
日浦村
花瀬村
音谷村
水崎村
桜谷村

戸数
117
21
10
26
40
25
26
10
18
28
23
17

村名
鮎川村
延野村
牛輪村
谷内村
馬路村
榎谷村
平野村
井ノ谷村
西納相名内山
入野村
雄村
請ケ谷村

戸数
30
92
15
48
15
8
53
16
75
28
76
21

村名
木頭村
坂州村
掛盤村
沢谷村
寺内村
高野村
小泉村
横谷村
小畠村
川成村
岩倉村
計

戸数
40
65
39
30
6
10
5
5
23
9
16
2,003 

村名
臼ケ谷村
小浜村
東尾村
長安村
桧曽根村
菖蒲村
拝宮村
日真村
出羽村
当山村
木頭名村
厚江村

戸数
15
19
15
14
17
20
57
15
25
15
16
8

阿南商工会議所青年部では、
 新規会員を募集しています。
阿南商工会議所青年部では、
新規会員を募集しています。
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阿
南
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業
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専
門
学
校　

名
誉
教
授　
　
　
　

湯　
　

城　
　

豊　
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　昨年９月７日より始まった、阿南市に息づく竹人形の技「未来へつなぐ後
継者育成講座」の修了式が１月25日㈰光のまちステーションプラザで行わ
れました。
　修了生11名の内９名が出席し、修了証書を受け取りました。式では講師
の阿南市竹人形伝承会の天羽会長より「皆様の表情や作品に変化が見られ成
長過程を見守る事ができ良かった」と挨拶があり、修了生を代表して新居朋
子さんから「竹人形の奥深さに触れる事ができ、これからも技術を磨いてい
きたい」と感謝の言葉を述べられました。展示会場には修了生が製作した力
作あふれる作品を一目見ようと、沢山のお客様が見学に来られました。
　16年ぶりに開催した阿波踊り竹人形後継者育成事講座で、若い世代に無
事継承することができ、今後は受け継いだ修了生が独自の作品として「阿南
市の阿波踊り竹人形」の魅力を高め、次の世代へと伝えていただくことを願
います。

阿南市の「阿波踊り竹人形」後継者育成講座修了

の技「未来へつ昨年９月７日より始まった、阿南市に息づく竹人形の
ーションプラザ継者育成講座」の修了式が１月25日㈰光のまちステー

れました

阿南市の「 成講座修了阿波踊り竹人形」後継者育成

各種
会議・会食

います。

各種各種
会議・新年度

〒774-0030　徳島県阿南市富岡町トノ町113-3　Tel:0884-22-0126
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企業人としての意識付け・感じの
良い応対の実習を通して、印象に
残るワンランク上の接遇応対を学
びます。

新新入入・若若手手社社員員新新入入・若若手手社社員員ののたためめのののたためめの
ビビジジネネススママナナー徹徹徹底底トトレレーニニンググビビジジネネススママナナーー徹徹徹底底底トトレレーーニニンググ
新入・若手社員のための
ビジネスマナー徹底トレーニング
新入・若手社員のための
ビジネスマナー徹底トレーニング

日　時　令和８年４月９日（木）
　　　　10：00～17：00
　　　  （12：00～13：00昼休憩）
講　師　アソシエイト・ゆう　大仲希美子 氏
会　場　阿南市商工業振興センター２階
参加費　会員5,000円／名
　　　　非会員10,000円／名（テキスト・昼食代含む）
定　員　30名（先着）
申込締切　４月２日㈭
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～
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阿南商工会議所労働保険事務組合

保険料を３分割

保険 保険

お問い合わせ　阿南商工会議所労働保険事務組合
TEL：0884－22－2301
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